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会
長
あ
い
さ
つ
　

�

石
濱
文
伯

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
二
年
七
月
に

会
長
に
就
任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
も
う
す

ぐ
二
年
と
半
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
み
な

さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
職
務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
を
含
め
、
農
業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
全
員
が
、
こ
れ
ま
で

に
得
た
知
識
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
残
り
半
年

あ
ま
り
の
任
期
を
全
力
で
務
め
る
所
存
で
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

近
年
の
農
家
の
み
な
さ
ま
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
世
界
情
勢
の
深
ま
る
混
迷
や
急
激
か
つ
大

幅
な
ド
ル
に
対
す
る
円
安
の
進
行
に
よ
り
、
燃

料
費
、
電
気
料
金
、
肥
料
価
格
な
ど
が
高
騰
し
、

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
国

で
も
農
業
に
対
す
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
の
財
政
状
況
を
見
る
限
り
、
い
つ
ま
で

も
支
援
が
続
く
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
厳
し
さ
が
増
す
社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
の
構
造

的
な
見
直
し
（
転
換
）
を
図
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
農
業
機

械
の
大
型
化
や
農
作
業
の
高
効
率
化
を
目
的
と

し
た
、
農
地
の
集
積
・
集
約
も
今
後
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
食
料
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か

ら
、
コ
メ
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
作
物
の
多

様
化
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
地
に
関
す

る
施
策
を
中
心
と
し
て
、
農
家
の
み
な
さ
ま
と

と
も
に
問
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
、
こ
の
農
委
情
報
が
み
な
さ
ま
の
お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
混
迷
す
る
世
界
情
勢

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
方
向
性
や
円
安
の
進

行
が
改
善
さ
れ
る
見
通
し
が
、
少
し
で
も
現
れ

て
い
る
こ
と
を
希
望
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
を

締
め
く
く
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
募
集

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
募
集
人
数	

農
業
委
員　

十
四
人　

	

	

推
進
委
員　

九
人

二
任　
　

期	

令
和
五
年
七
月
二
十
日
～

	

令
和
八
年
七
月
十
九
日

三
応
募
方
法	

推
薦
ま
た
は
本
人
に
よ
る	

	

応
募

四
募
集
期
間	

令
和
五
年
一
月
十
六
日
～

	

令
和
五
年
二
月
十
五
日

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
農

業
員
ま
た
は
推
進
委
員
も
し
く
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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今
年
の
農
業
委
員
会
の
活
動

〇
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
パ
ト
ロ
ー

ル
を
八
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

本
郷
地
区
は
八
月
二
十
三
日
、
明
治
地

区
は
八
月
二
十
五
日
、
上
三
川
地
区
は
八

月
三
十
日
に
、
そ
の
地
区
の
農
業
委
員
お

よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
全
員

で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

遊
休
農
地
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
を
も
と
に
、
土
地
所
有
者
に
対
し

て
、
農
地
の
適
正
な
管
理
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
農
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
た
い
か
な
ど
の
意
向
を
確
認
し
ま
す
。

〇
農
業
新
聞
に
委
員
会
の
活
動
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た

全
国
農
業
新
聞
（
令
和
四
年
十
月
二
十
一
日
発
行
、
八
面
）
に
委
員
会

の
活
動
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
十
年
後
の
町
農
業
確
立
へ
」
と
の
題

名
で
、
農
業
委
員
お
よ
び
推
進
委
員
が
農

家
を
直
接
訪
問
し
て
、
農
家
の
み
な
さ
ま

の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
内
容
で
す
。

全
国
農
業
新
聞
（
月
４
回
発
行
、
月

額
７
０
０
円
）
の
購
読
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
）
を
、
国
の
補
助
事
業
に
よ
り
五

台
導
入
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
お
よ
び
推
進
委
員
が
現
地
調

査
を
お
こ
な
う
際
に
、
活
用
し
て
い
き
ま

す
。現

地
で
農
地
や
地
図
に
関
す
る
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本郷地区のパトロールの様子上三川地区のパトロールの様子 明治地区のパトロールの様子

農業新聞掲載記事（10 月 21 日発行、8 面）導入したタブレット端末
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農業委員 担当地区
役　職 氏　名 担当地区

鶴見　利子 上郷一区、上郷二区、上郷三区、上郷四区、上郷五区

安保　勝已 西蓼沼、東蓼沼西、東蓼沼東、中根、向川原

石﨑　　弘 東汗東、東汗西、上文挾、西木代、露無

会　長 石濱　文伯 西汗上西、西汗上東、西汗下、磯岡

荒川日出麿 三ツ家、常光坊、坂上本田、坂上河原、三本木

馬場　敏子 下町1区、下町2区、下町3区、中町、大町、東館北部、東館南部、泉町、井戸川

野口　時男 上町、峰町、上蒲生北部、上蒲生南部、願成寺

職務代理 上村　康幸 五分一、三村、愛宕町、下蒲生

渡辺　　修 大山第一、大山第二、大山第三、大山第四   

増山　トミ 下神主

角田　永子 上神主、鞘堂

職務代理 野沢　一夫 下多功、多功下坪、天神町、西町、本町、城台

髙山　完治 下梁、上梁、川中子一区、川中子二区、川中子三区

大島　幹一 石田下坪、石田上坪、島崎、西田南、西田北

農地利用最適化推進委員 担当地区
地　域 氏　名 担当地区

本　郷

石濵　富男
西汗上西、西汗上東、西汗下、磯岡、美里、本郷台第1、本郷台第2、
本郷台第3、ひがしはら

上野　健一 東蓼沼西、東蓼沼東、中根、向川原、東汗東、東汗西、上文挾、西木代、露無

鶴見　文一 上郷一区、上郷二区、上郷三区、上郷四区、上郷五区、西蓼沼

上三川

海老原　悟 三ツ家、常光坊、三村、坂上本田、坂上河原、三本木

須田　　司
上町、峰町、願成寺、上蒲生東、上蒲生北部、上蒲生南部、下蒲生、日産第3アパート、
日産独身寮、十三塚、五分一

生出　慶一
下町1区、下町2区、下町3区、下町4区、下町5区、中町、大町、東館北部、
東館南部、井戸川、愛宕町、桃畑、しらさぎ、泉町、睦渕、ビレッジハウス上三川、
ビレッジハウス上三川南、並木

明　治

上野　　勝 西町、本町、城台、下多功、多功下坪、間の田、西浦、富士見台

國谷　修一
天神町、石田下坪、石田上坪、島崎、西田南、西田北、鞘堂、県営住宅、
ゆうきが丘第一、ゆうきが丘第二、ゆうきが丘第三、ゆうきが丘第四、ゆうきが丘第五

津野田哲男
大山第一、大山第二、大山第三、大山第四、下梁、上梁、川中子一区、川中子二区、
川中子三区、上神主、下神主、薄市

定例総会等の日程

◆申請受付締切日・・・毎月１０日（１０日が休日・祝日の場合はその直前の開庁日） 
◆現 地 調 査 日・・・毎月２０日ごろ 
◆定例総会開催日・・・毎月２２日ごろ

■農業委員・農地利用最適化推進委員をお知らせします。（令和 5 年 7 月 19 日まで）



上
三
川
町
の

豊
か
な
田
園
風
景
を

次
の
世
代
へ

　地域の農業を支えてこられた方達が

高齢化する中、次の世代のためにも『農

地の集積・集約化』による効率的な営農

環境を作ることは「待ったなし」の状況

です。

　10 年先の地域の農業をだれが、どう

やって守っていくのか。次の世代に豊か

な田園風景を受け継いでいくためにも、

地域の徹底した話合いが求められてい

ます。

　地域計画はみなさんで作り上げる『地

域農業の未来の設計図』です。地域の農

業が目指す未来をみんなで考えてみま

せんか。

　令和５年度より、地域の話合いを始め

ます。ぜひご参加いただき、みなさんの

想いをお聞かせください。

キーワードは『話合い』です。

主役は『農家のみなさん』です。

地域が一丸となって農業の未来を考えてみましょう。

地
域
計
画
に
関
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
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上三川在住　太田さんご夫妻（ともに39歳）

老後の生活費に不安があったので、

加入したことで安心感が生まれました。

国の保険料補助もあり、

他の年金にない大きなメリットを感じました。

川中子在住　落合弘征さん（37歳）

農業委員さんが丁寧に説明してくださり、

加入を決めました。

もっと多くの農業者のみんなにこの年金のことを

知ってもらいたいと思いました。

軽油引取税に係る農業用免税証の交付申請について

問い合わせ先

１　受付日時及び場所

　　　期日：令和５年２月２日（木）　上三川地区・明治地区のうち大字多功及び天神町

 ２月３日（金）　本郷地区・明治地区のうち大字多功及び天神町を除く

　　　時間：午前９時３０分～正午、午後１時～午後３時

　　　場所：上三川町役場　３階大会議室

　　　※感染症予防対策のためマスクの着用をお願いします。発熱・体調の悪い方は来場をお控えください。

２　持参するもの

　【新規申請以外の方】

　　　・免税軽油使用者証

　　　・免税軽油の引取り等に係る報告書（納品書等を持参。コピー可）

　　　・４２０円（手数料）（使用者証が今回更新の方のみ）

　【新規申請の方】

　　　・農業委員会が発行する耕作証明書

　　　・作付内容のメモや使用機械のカタログ等

　　　・４２０円（手数料）

３　免税証の交付

　　　前年度の申請内容に変更のない方　→　書類に不備がない場合、申請日に即日交付します。

　　　新規申請の方及び追加交付希望の方　→　後日、県税事務所窓口で交付します。

　　　※追加交付希望の方は、前年交付と同数量分は申請日に交付します。

４　注意事項

　　　・新規申請及び数量変更希望の方を除き、耕作証明書の添付は不要です。

　　　・耕作証明書の発行を別世帯の方や代理人が申請する場合は、委任状が必要です。

　　　・上記の受付期日で都合のつかない方は、令和５年２月１３日（月）～１５日（水）の間に

　　　栃木県庁河内庁舎５階 大会議室で受付をしてください。

　　　　（受付時間：午前８時４５分～午前１１時１５分、午後１時～午後３時３０分）

　　　・報告書に添付すべき納品書等を忘れた場合は、免税証の即日交付はできません。

　　　紛失した場合は必ず購入店の販売証明書を持参してください。

宇都宮県税事務所　個人課税課 ☎０２８－６２６－３０１８

農業者年金について

加入には要件があります。

詳しい内容については、お近くの農業委員または農地利用最適化推進委員

もしくは下記にお問合せください。

農業者の皆様へ ～農業者年金に加入しませんか？～

　老後のための備えをされていますか？サラリーマンは厚生年金による国民年金の

上乗せがありますが、農業者にはありません。

　豊かな老後の生活のために今、農業者年金に加入しませんか？

◇農業に従事している方はどなたでも加入できます！

◇支払った保険料は全額社会保険料控除ができます！

◇一定の要件を満たせば国の保険料補助があります！

◇保険料はいつでも変更できます！

上三川町農業委員会事務局

☎５６－９１６６

ＪＡうつのみや上三川支所

☎５５－１５１０
問い合わせ先 又は

農業者
年金は

加入者の声

6

農委情報　No.50



上三川在住　太田さんご夫妻（ともに39歳）

老後の生活費に不安があったので、

加入したことで安心感が生まれました。

国の保険料補助もあり、

他の年金にない大きなメリットを感じました。

川中子在住　落合弘征さん（37歳）

農業委員さんが丁寧に説明してくださり、

加入を決めました。

もっと多くの農業者のみんなにこの年金のことを

知ってもらいたいと思いました。

軽油引取税に係る農業用免税証の交付申請について

問い合わせ先

１　受付日時及び場所

　　　期日：令和５年２月２日（木）　上三川地区・明治地区のうち大字多功及び天神町

 ２月３日（金）　本郷地区・明治地区のうち大字多功及び天神町を除く

　　　時間：午前９時３０分～正午、午後１時～午後３時

　　　場所：上三川町役場　３階大会議室

　　　※感染症予防対策のためマスクの着用をお願いします。発熱・体調の悪い方は来場をお控えください。

２　持参するもの

　【新規申請以外の方】

　　　・免税軽油使用者証

　　　・免税軽油の引取り等に係る報告書（納品書等を持参。コピー可）

　　　・４２０円（手数料）（使用者証が今回更新の方のみ）

　【新規申請の方】

　　　・農業委員会が発行する耕作証明書

　　　・作付内容のメモや使用機械のカタログ等

　　　・４２０円（手数料）

３　免税証の交付

　　　前年度の申請内容に変更のない方　→　書類に不備がない場合、申請日に即日交付します。

　　　新規申請の方及び追加交付希望の方　→　後日、県税事務所窓口で交付します。

　　　※追加交付希望の方は、前年交付と同数量分は申請日に交付します。

４　注意事項

　　　・新規申請及び数量変更希望の方を除き、耕作証明書の添付は不要です。

　　　・耕作証明書の発行を別世帯の方や代理人が申請する場合は、委任状が必要です。

　　　・上記の受付期日で都合のつかない方は、令和５年２月１３日（月）～１５日（水）の間に

　　　栃木県庁河内庁舎５階 大会議室で受付をしてください。

　　　　（受付時間：午前８時４５分～午前１１時１５分、午後１時～午後３時３０分）

　　　・報告書に添付すべき納品書等を忘れた場合は、免税証の即日交付はできません。

　　　紛失した場合は必ず購入店の販売証明書を持参してください。

宇都宮県税事務所　個人課税課 ☎０２８－６２６－３０１８

農業者年金について

加入には要件があります。

詳しい内容については、お近くの農業委員または農地利用最適化推進委員

もしくは下記にお問合せください。

農業者の皆様へ ～農業者年金に加入しませんか？～

　老後のための備えをされていますか？サラリーマンは厚生年金による国民年金の

上乗せがありますが、農業者にはありません。

　豊かな老後の生活のために今、農業者年金に加入しませんか？

◇農業に従事している方はどなたでも加入できます！

◇支払った保険料は全額社会保険料控除ができます！

◇一定の要件を満たせば国の保険料補助があります！

◇保険料はいつでも変更できます！

上三川町農業委員会事務局

☎５６－９１６６

ＪＡうつのみや上三川支所

☎５５－１５１０
問い合わせ先 又は

農業者
年金は

加入者の声
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■上三川町賃借料情報■
※「賃借料情報」は、実勢の集計値であり拘束力はありません。
　賃借料の設定の目安となる情報を参考としてお知らせしています。

　令和3年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a 当たり）は、

以下のとおりとなっています。

令和4年12月1日

【田（水稲）の部】

締結(公告)された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

上三川地区
基盤整備地域 8,900 円 15,000 円 4,000 円 85 

未整備地域 6,800 円 10,500 円 3,000 円 15 

本 郷 地 区
基盤整備地域 7,500 円 12,600 円 4,800 円 121 

未整備地域 7,100 円 8,000 円 6,000 円 7 

明 治 地 区
基盤整備地域 9,000 円 12,000 円 5,000 円 100 

未整備地域 9,300 円 12,000 円 5,000 円 8 

（参考）上三川町平均 8,300 円 336 

【畑（普通畑）の部】

締結(公告)された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

上 三 川 地 区 3,500 円 5,000 円 2,000 円 2 

本 郷 地 区 5,000 円 5,000 円 5,000 円 6 

明 治 地 区 3,900 円 5,300 円 3,000 円 5 

（参考）上三川町平均 4,300 円 13

＊１ データ数は、集計に用いた筆数です

＊２ 賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg当たり10,500円に換算しています

＊３ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています

＊４ 賃借料データの平均値±（平均値×70％）を超えるデータは除いています

＊５ 基盤整備地域は農業振興地域の農用地区域（青地）、未整備地域は農業振興地域の農用地区域以外（白地）です

＊６ 「（参考）上三川町平均」の額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です


